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●正倉院と螺鈿紫檀五弦琵琶	 	 三田覚之	 1
●芝祐靖先生追悼	 	 佐藤浩司	 5
　　	 音輪会	 川口智康	 7
●現代音楽の中の笙（1）	 清水チャートリー	 7
●上牧小学校で雅楽の授業	 	 中村仁美	 8
●書評『雅楽のコスモロジー』	 	 加藤徹	 10
●情報欄	 	 	 10
●『雅楽事典』新装版	 	 	 12
●ヨシ原焼きにみんなで雅楽を	 	 	 12
ん。 楽器の種類やリードの形状などによって、最適な値の範囲があります。
さて、 材料の振動特性を正確に測定する際、































ついて、 肉厚と直径の関係を示 たものです。伐採された葦（グレーの点）は、肉厚も直径もかなり広い範囲に分布していますが、奏者が選んだ葦（黒丸）の寸法は、非常に狭い範囲に収まっていることがわかります。 これは肉厚や外径（奏者が気にする は内径）が、蘆舌を作る上で非常に重要であることを示しています。
ただし、 ここに示した肉厚や外径が「最良」


















い」という意味ではありません。堅さや減衰能が極端に大きいかまた 小さい葦は蘆舌に使えないはずです（極端に軟らかいゴムや、極端に堅い金属で蘆舌を作っても音が出ないことは容易に想像がつくと思い す） 。また、内部が黒色の葦、断面 極端にゆがんだ葦、明らな腐朽が認められる葦は、寸法や振動特性が標準的であっても除外されます。この表が示すのは、蘆舌用葦材の「標準的な特性」です。
さて、前回の記事で説明したように、鵜殿
の葦原では他の植物の侵入により蘆舌 適した葦が育ちにくくなっています。 そこで現在、他の植物 繁茂しているエリアを刈り払い、別の場所で育成した鵜殿 葦を植え直すことにより、 「蘆舌用の葦原」を再生しようとる試みが検討されています。 ここに示した 「標準的な特性」は、再生された が蘆舌 適ているかどうかを客観的に評価するのに役立つと期待されています。
４、おわりに本稿のおわりにあたって、篳篥奏者のみな
さんに考えて頂きたいことがあり クラリネットの世界では以前、 「南仏のヴァール地方の葦が一番良い」と信じている人がたくさんいました。でも今 そんな を言
人はほとんどいません。フランス以外でも、アメリカやメキシコ、アルゼンチンなど 大規模な栽培が行われ、質の高いリードが安定供給されています。
本稿で明らかなように、ひとことで「鵜殿
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